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青山学院大学のアドミッションポリシー（入学者受入れの方針）
本学では、各学部・学科が求める人材を、さまざまな形式の入学試験を通して以下の能力等に照らして受け入れる。
・高等学校卒業相当の知識・技能
・高等学校卒業相当の知識に基づいて自ら思考し、判断し、表現する能力
・本学の特徴を理解し、大学における学びを追求し、社会のために役立てる意欲・関心・態度

各学部・学科のアドミッションポリシー（入学者受入れの方針）

文学部

英米文学科
知識・技能
・高等学校で学習する国語、外国語、地理歴史、公民などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・英語圏の文学・語学・文化に興味・関心・好奇心を持ち、生活や文化・価値観・考え方の違う世界の人々との共生を通じて社会
に貢献する意欲を持っている。

フランス文学科
知識・技能
・高等学校で学習する国語、外国語、地理歴史などについて、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・上記の知識に基づいた問題解決能力を有している。
・文章を読んでその内容を的確に把握したうえで、それに対する自分の考えを秩序立てて表現することができる。

意欲・関心・態度
・フランスの言語、文学、文化などに関心を持ち、それらについてより深く学ぼうという意欲がある。

日本文学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民などについて、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・読解・分析・発表・討論を行うための日本語の高い理解・表現能力と情報や知識を総合的に捉える論理的思考力を有している。

意欲・関心・態度
・多様な文化に対して開かれた心を持ち、他者と協働して積極的に社会に貢献する意欲がある。

史学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民などについて、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・歴史学や考古学への関心を論理的に表現することができる。

意欲・関心・態度
・歴史学や考古学への関心を通じて、変化する世界の情勢や文化、人間と社会について理解しようとする意欲を有している。

比較芸術学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、芸術などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・物事を多面的かつ論理的に考察することができる。
・自分の考えを的確に表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・芸術、人間、自然、文化にかかわる諸問題に深い関心を持ち、大学での学びを通じて、自らの感性を磨き、社会に貢献する意欲



を有している。
・積極的に他者とかかわり、対話を通して相互理解に努めようとする態度を有している。

教育人間科学部

教育学科
知識・技能
・国語、地理歴史、公民、数学、理科、英語などについて、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・心豊かな社会の実現と自らの向上を目指し、社会の様々な分野で積極的に行動していくために、人間について他者と学び合うこ
とができる。

意欲・関心・態度
・人間の成長・発達・形成について深い関心をもち、教育の問題を幅広い視野から探求し、教育学と隣接分野について学ぼうとす
る幅広い知的好奇心と強い意欲を有している。

心理学科
知識・技能
・国語、地理歴史、公民、数学、理科、英語などについて高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・物事を論理的に考察し、自分の考えを的確に表現できる。

意欲・関心・態度
・人の心や社会問題に関する学問や実践に強い関心を持ち、専門的に探究する志を有している。
・多様化する現代社会に役立つ具体的な知恵と実践力を身につける意欲を有している。

経済学部

経済学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民、数学などについて、内容を理解し、高等学校卒業程度の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。
・物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをもとめることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、言語・文化・文学・歴史・人間・思想・地域・社会などに興味関心を持ち、それを大学における勉
学を通じて追求し、社会のために役立てる意欲を有している。

現代経済デザイン学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民、数学などについて、内容を理解し、高等学校卒業程度の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。
・物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをもとめることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、言語・文化・文学・歴史・人間・思想・地域・社会などに興味関心を持ち、それを大学における勉
学を通じて追求し、社会のために役立てる意欲を有している。

法学部

法学科
知識・技能
・論理的な思考力基礎となる数学、基礎的教養である日本史あるいは世界史を高等学校卒業相当のレベルで習得している。入学後、
国際的に情報を収集または発信する能力に必要な語学力を身につけている。とりわけ英語は読む、書く、聞く、話すといった自
己表現上の技能を高等学校卒業相当レベルで習得していることが望ましい。

思考力・判断力・表現力
・入学後講義や演習で、自らの主張を説得力ある適切な内容と論拠を持って表現することが求められるので、法学を学ぶ上で必要
な日本語での文章表現力の基礎を習得している。

意欲・関心・態度
・法学あるいは政治学に関心を持っている。入学後、本学のスクール・モットーである「地の塩、世の光」を体現し、同時に「リー
ガルマインド」、論理的・合理的思考力と法的正義感を持って、社会的に妥当な結論を導ける「問題解決能力」を身に着ける意
欲を有している。



経営学部

経営学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民、数学などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。
・物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをまとめることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、言語・文化・文学・歴史・人間・思想・宗教・地域・社会などに興味関心を持ち、それを大学にお
ける勉学を通じて追求し、社会のために役立てる意欲がある。

・チームワークを重んじ、自分の知識・技能、思考力・判断力・表現力をチームの成果のために活用する意欲がある。

マーケティング学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民、数学などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。
・物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをまとめることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、言語・文化・文学・歴史・人間・思想・宗教・地域・社会などに興味関心を持ち、それを大学にお
ける勉学を通じて追求し、社会のために役立てる意欲がある。

・チームワークを重んじ、自分の知識・技能、思考力・判断力・表現力をチームの成果のために活用する意欲がある。

国際政治経済学部

国際政治学科
知識・技能
・国際社会の動向およびあり方について国際政治学の観点から理解し考察し分析するために必要とされる高校卒業レベルの知識お
よび語学力を有している。

思考力・判断力・表現力
・高校卒業レベルの知識および語学力に基づいて、自らの力で主体的に思考し、判断し、表現できる。

意欲・関心・態度
・国際社会のあり方について特に国際政治の観点から関心を有している。
・学びを通じて他者と積極的に協力・協働し行動する意欲を有している。

国際経済学科
知識・技能
・国際社会の動向およびあり方について国際経済学の観点から理解し考察し分析するために必要とされる高校卒業レベルの知識お
よび語学力を有している。

思考力・判断力・表現力
・高校卒業レベルの知識および語学力に基づいて、自らの力で主体的に思考し、判断し、表現できる。

意欲・関心・態度
・国際社会のあり方について特に国際経済の観点から関心を有している。
・学びを通じて他者と積極的に協力・協働し行動する意欲を有している。

国際コミュニケーション学科
知識・技能
・国際社会の動向およびあり方について国際コミュニケーション学の観点から理解し考察し分析するために必要とされる高校卒業
レベルの知識および語学力を有している。

思考力・判断力・表現力
・高校卒業レベルの知識および語学力に基づいて、自らの力で主体的に思考し、判断し、表現できる。

意欲・関心・態度
・国際社会のあり方について特に国際コミュニケーションの観点から関心を有している。
・学びを通じて他者と積極的に協力・協働し行動する意欲を有している。

総合文化政策学部

総合文化政策学科
知識・技能
・文化、芸術、政策科学、マネジメントに係る、広範な専門知識を修得するための高等学校卒業相当の基礎学力を有している。



思考力・判断力・表現力
・物事を多面的に、論理的に考察し、文化を創造し、その成果を的確に表現できる潜在能力を有している。

意欲・関心・態度
・総合文化政策学科における学びで修得したものを活かして、文化の創造と発展に寄与する意欲がある。

理工学部

物理・数理学科
知識・技能
・専門分野を学ぶ上で必要な外国語、数学、理科などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有し、とくに、数学、物
理学の基礎学力を有している。

思考力・判断力・表現力
・高等学校卒業相当のレベルで、物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、物理・数学および自然科学関連分野に興味があり、専門知識や専門スキルを活用して社会に貢献し
ようとする意欲があり、興味を持っている。

化学・生命科学科
知識・技能
・専門分野を学ぶ上で必要な外国語、数学、化学、物理学などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・高等学校卒業相当のレベルで、物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、化学と生命科学およびその関連学問分野に興味があり、専門知識や専門スキルを活用して社会に貢
献しようとする意欲があり、興味を持っている。

電気電子工学科
知識・技能
・専門分野を学ぶ上で必要な外国語、数学、理科などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有し、数学及び物理学の
基礎が理解できる。

思考力・判断力・表現力
・高等学校卒業相当のレベルで、物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、電気電子工学及び関連分野に興味があり、専門知識や専門スキルを活用して社会に貢献しようとす
る意欲があり、興味を持っている。

機械創造工学科
知識・技能
・専門分野を学ぶ上で必要な外国語、数学、理科などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有し、力学の基礎が理解
できる。

思考力・判断力・表現力
・高等学校卒業相当のレベルで、物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、ものづくりに興味があり、専門知識や専門スキルを活用して社会に貢献しようとする意欲があり、
興味を持っている。

経営システム工学科
知識・技能
・専門分野を学ぶ上で必要な外国語、数学、理科などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有し、基本的な英語を使っ
てコミュニケーションできる能力がある。

思考力・判断力・表現力
・高等学校卒業相当のレベルで、物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、経営システム工学の専門分野のみならず、幅広い学問領域に興味があり、専門知識や専門スキルを
活用して社会に貢献しようとする意欲があり、興味を持っている。

情報テクノロジー学科
知識・技能
・専門分野を学ぶ上で必要な外国語、数学、理科などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有し、情報技術の基礎が
理解できる。

思考力・判断力・表現力
・高等学校卒業相当のレベルで、物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをわかりやすく表現し、伝えることができる。



意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、情報テクノロジーに興味があり、専門知識や専門スキルを活用して社会に貢献しようとする意欲が
あり、興味を持っている。

社会情報学部

社会情報学科
知識・技能
・国語、外国語、地理歴史、公民、数学などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

思考力・判断力・表現力
・物事を多面的かつ論理的に考察し、自分の考えをまとめることができる。

意欲・関心・態度
・学科の特徴を理解した上で、「人間、社会、情報」などに興味関心を持ち、それを大学における勉学を通じて追求し、専門知識
や専門スキルを活用して社会のために役立てる意欲がある。

地球社会共生学部

地球社会共生学科
知識・技能
・国語、数学、社会などの科目で培われた高等学校卒業相当の文献理解力を有している。

思考力・判断力・表現力
・自己表現力、論理的思考力を有している。
・グローバルな諸課題について考え、判断して、自分の意見を表現できる力を有している。

意欲・関心・態度
・グローバルな諸課題に対し、強い好奇心・関心を有している。
・その問題を解決する方法を学びたいという探究心を有している。
・知識を得ることだけでなく、体験すること、行動することに意欲を有している。
・グローバル人材に必要な英語資格を目指して持続的に学習する意欲を有している。

障がいのある学生の受入れ方針
・�受験予定者より障がいの事由で入学後の就学に関する事前相談があった場合は、学部学科および関係部署が連携のうえ、「学生
支援に関する方針」に基づいた合理的配慮を行うことを説明し、その理解を得る。

・�障がいの事由で受験者が入学試験時の特別配慮を希望した場合は、その事由に基づき、公平性、公正性、厳正性が担保されるこ
とを条件に、適正な配慮措置を行う。また、必要に応じて入学後においても配慮の継続がなされるよう、関係部署が配慮情報の
共有および支援の連携を図る。

・�入学試験の合否判定には、障がいを理由とした影響を及ぼさないものとする。



＜はじめに＞
　難民を対象とする入学試験は、青山学院大学と国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所およ
び国連UNHCR協会との協定に基づき実施する推薦入学試験です。出願資格、出願書類等、入学試
験要項の中で不明な点がありましたらまずUNHCR難民高等教育プログラム事務局へお問い合わせ
ください（事務局を通して青山学院大学入学広報部入試課が連絡を受けます）。なお、UNHCR難
民高等教育プログラム事務局の連絡先は２ページに記載しています。
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ページ

個人情報の取り扱いについて
出願に際してお知らせいただいた住所、氏名、生年月日等の個人情報は、
①願書受付、②入学試験実施、③合格者発表、④入学手続とこれに付随
する業務を行うために利用します。なお上記業務の一部について、青山
学院大学より機密保持契約に基づいた業務委託を受けた業者（以下「受
託業者」といいます）で行います。委託業務を遂行するために受託業者
に対して必要な範囲で、お知らせいただいた個人情報を提供しますので
あらかじめご了承ください。
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1．目的（趣旨）
　現在、世界には紛争等によって故郷を追われた難民が多数存在しており、日本にも多くの難民が生
活しています。厳しい環境の下での生活を強いられている難民の方々は、経済的事情や母国の出身校
の証明書が得られないなどの理由により、中・高等教育を受ける機会を失っている場合が少なくあり
ません。キリスト教信仰にもとづく教育方針を掲げている本学は、難民支援・国際協力の観点から、
難民に対する高等教育の機会を提供するために、国連難民高等弁務官（United Nations High 
Commissioner for Refugees、以下「UNHCR」という。）駐日事務所および国連UNHCR協会との協定
により、この推薦入学試験を実施いたします。

2．募集人員
学部 学科 募集人員

文学部

英米文学科

募集学部合計で1名

フランス文学科
日本文学科
史学科
比較芸術学科

教育人間科学部 教育学科
心理学科

経済学部 経済学科
現代経済デザイン学科

法学部 法学科

経営学部 経営学科
マーケティング学科

国際政治経済学部
国際政治学科
国際経済学科
国際コミュニケーション学科

総合文化政策学部 総合文化政策学科

理工学部

物理・数理学科
化学・生命科学科
電気電子工学科
機械創造工学科
経営システム工学科
情報テクノロジー学科

社会情報学部 社会情報学科
地球社会共生学部 地球社会共生学科
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3．出願資格
　難民である者または難民類似の地位を日本政府より認められている者で、日本政府により在留資
格を付与され、日本国籍を有さず、社会経済的理由等で日本における高等教育の修学が困難な者で、
かつ、国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所および国連UNHCR協会より推薦を受け、授業を
受けるに足る日本語能力を有しており、次の⑴、⑵のいずれかの要件を満たす者。ただし、国際政
治経済学部は⑴、⑵のいずれかの要件を満たし、かつ⑶のいずれかの条件を満たしている者。
⑴　�外国もしくは日本における学校教育の12年の課程を修了した者または2018年３月までに修了見込

みの者。
⑵　上記⑴と同等以上の資格があると本学が認めた者。
⑶�　TOEFL iBTⓇ61点以上、TOEICⓇ590点以上、IELTS（Academic Module）オーバーオール・バ
ンド・スコア5.0以上、英検準１級以上のスコア提出の出来る者（各スコアは出願時に取得後２年
以内のもの）

（注意事項）

　①�出願するためにはUNHCRおよび国連UNHCR協会の推薦を受けなければなりません。志願者は
まずUNHCR難民高等教育プログラム事務局（以下「RHEP事務局」という）に連絡してください。

　　　　〒107-0062
　　　　東京都港区南青山6-10-11　ウェスレーセンター3F
　　　�　国連UNHCR協会気付 UNHCR難民高等教育プログラム事務局（RHEP事務局）（電話：03-

4366-7373）
　②�国により教育制度が異なります。出願資格の有無について質問のある場合は、RHEP事務局へお
問い合わせください。

4．出願書類
⑴　志願票・受験票・写真票（所定用紙No.1）
⑵　入学願書（所定用紙No.2−1〜4）
⑶　志望動機・理由書（所定用紙No.3。日本語で記入）
⑷　推薦書（推薦理由書も含む。書式は任意。国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所および国
連UNHCR協会が作成し厳封したもの）
⑸　難民の身分を示す書類のコピー（下記①〜④のいずれか一つ）
　　①在留資格を示す書類
　　②難民認定証明書
　　③難民事業本部が発行する定住経歴証明書（インドシナ難民および第三国定住の方）
　　④その他、難民としての身分を示す書類
⑹　住民票記載事項証明書または住民票
⑺　国際政治経済学部のみ英語資格を証明する書類のコピー
（注意事項）

　◎�出願書類はRHEP事務局の指示に従い、まずRHEP事務局へ提出してください。
　◎�疾病・負傷や身体障害のために、受験および修学上特別の配慮を必要とする者は、出願書類提出

前にRHEP事務局へ申し出てください。
　◎一旦提出した書類は返還しません。
　◎�⑹の住民票記載事項証明書または住民票を提出できない場合は、RHEP事務局へお問い合わせく
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ださい。

5．出願期間・出願場所
2017年10月16日（月）〜10月19日（木）　 窓口受付のみ

「４．出願書類」に記載されている出願書類をRHEP事務局の担当職員が持参し、入学広報部入試課
の窓口へ提出します。なお、願書提出後の出願学部・学科の変更は認めません。受験票の発送は10
月31日頃の予定です。

6．選考方法
書類審査・面接

7．入学検定料
免除

8．試験日・試験場
2017年11月11日（土）出願学部が所在するキャンパス（14．就学キャンパス参照）

試験時間：面接開始時間は、受験票にて別途お知らせします。
試験開始30分前までに面接控室に集合してください。なお、面接控室は受験票に記載します。
◎試験開始後20分までに入室しない者は、受験を認めません。
◎�受験票は必ず携行してください。
◎面接は日本語で行います。

9．合格発表
2017年11月17日（金）

備　　考：①発表日に合否通知を本人およびRHEP事務局宛、速達にて郵送します。
　　　　　②合格者には、合格通知書および入学手続に必要な書類を同封します。
　　　　　③郵便や電話等による合否の問い合わせには応じません。

10．入学手続締切日
2017年12月７日（木）郵送必着

入学手続に関する詳細は、合格者に送付する入学手続要項に記載します。

11．学費等
学費（入学金、授業料、在籍基本料、施設設備料、教育活動料）、諸会費等（学友会費、後援会費、
校友会費、学会費）は免除されます。

12．奨学金

本学には、難民学生の勉学を支援するための難民学生支援奨学金制度があります。
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13．志願票・受験票・写真票の記入について
◎黒のボールペンで丁寧に記入してください。入学願書についても同様です。
◎『志願票・受験票・写真票』の各票は３連のまま切り離さないでください。
◎※欄は記入しないでください。
◎誤って記入した場合の訂正は、修正液を使用してください。

⑴　志願票

①志願者は、出願学部・学科を明記してください。
②�志願票の氏名（フリガナ）欄は左からつめて１マスに１文字ずつカタカナで記入し、姓と名の間は
必ず１マスあけてください。濁音・半濁音の時は濁点「  ゙」、半濁点「  ゚」だけを次のマスに入れ、
促音（つまる音）および拗音は、「キャ、キュ、キョ」等と記入してください。

③�志願票の氏名は、身分証明書記載（住民票記載事項証明書または住民票、パスポート等）の本名
を姓・名の順に記入してください（略字・通称名は不可）。

④性別欄は、男・女のいずれか該当する数字（１・２）を○で囲んでください。
⑤生年月日は西暦で記入し、月・日が１桁の場合は前に必ず０をつけてください。
⑥国籍欄は、漢字またはカナで記入してください。
⑦出身高等学校欄は、高等学校名および国名（所在地）を明記してください。
⑧�受信場所は大学から速やかに、かつ正確に連絡のとれる場所（特に出願時から合格発表までの期間）
を記入してください。なお、受験票および合否通知は受信場所宛に送ります。また、受信者の姓名
も明記し、マンション・アパート等の場合は室番号、下宿の場合は○○様方まではっきり記入して
ください。緊急を要する場合もあるので、電話番号も必ず記入してください。変更があった場合は、
至急UNHCRへ届け出てください。

⑵　受験票

①出願学部・学科を記入してください。
②氏名およびフリガナを記入し、性別を○で囲んでください。

⑶　写真票

①出願学部・学科を記入してください。
②氏名およびフリガナを記入し、性別を○で囲んでください。
③�写真貼付欄の指示に従い、最近３ヵ月以内に撮影した正面・脱帽の写真を貼付してください。写真
の裏面には、出願学科と氏名を記入してください。写真の裏面がシールの場合、氏名等の記入は不
要です。
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14．就学キャンパス
文学部・教育人間科学部・経済学部・法学部・経営学部・国際政治経済学部・総合文化政策学部

１〜４年次　青山キャンパス
理工学部・社会情報学部・地球社会共生学部

１〜４年次　相模原キャンパス

八王子
京王八王子高尾

分倍河原 調布

立川 西国分寺

吉祥寺

明大前 下北沢

二子玉川

田園調布

自由が丘

大岡山
大井町

登戸

溝ノ口

武蔵小杉

相模大野

淵野辺

中央林間 長津田

新横浜

あざみ野

中山

日吉

菊名

大和

藤沢

湘南台

二俣川

茅ヶ崎

横浜

桜木町

戸塚

上大岡
川崎東神奈川

海老名

厚木 町田

橋本

新宿

表参道

渋谷

品川

目黒

代々木上原

東
急
目
黒
線

東京

神田

大手町

新橋

上野

池袋

JR山手線

東京メトロ／半蔵門線
千代田線

東京メトロ／副都心線

東京メトロ／銀座線

JR中央線

京王相模原線

京王線
京王稲田堤
稲田堤

小田急小田原線

小田急
江ノ島線

東急田園都市線

横浜市営地下鉄

横浜市営地下鉄
JR東海道線

相
鉄
本
線

JR横
浜
線

JR南
武
線

東急東横線

京王井の頭線

相模原キャンパス

青山キャンパス

J
R
相
模
線

府中本町

JR武蔵野線JR青梅線 多摩
モノレール

多摩センター

高幡不動北野

小田急小田原線

青山キャンパス

〒150-8366　東京都渋谷区渋谷４丁目4-25
■JR山手線、東急線、京王井の頭線、東京メトロ副都心線
　：渋谷駅下車徒歩10分
■東京メトロ（銀座線、千代田線、半蔵門線）
　：表参道駅下車徒歩５分

相模原キャンパス

〒252-5258　神奈川県相模原市中央区淵野辺５丁目10-1
■JR横浜線：淵野辺駅北口下車徒歩７分



出・欠

＜注意＞
・記入上の注意をよく読んでから記
入してください。
（４ページ参照）

（所定用紙　No.  1）

青山学院大学　難民を対象とする推薦入学試験志願票

青山学院大学　難民を対象とする推薦入学試験受験票

青山学院大学　難民を対象とする推薦入学試験写真票

※
欄
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

フリガナ

※欄は何も記入しないでください。

氏　
名

受
験
番
号

出
欠
欄

出
願
学
部
・
学
科

男
・
女

受
験
番
号

写　真
貼　付　欄

1．最近3カ月以内に撮影した
上半身正面脱帽のもの

2．写真の裏面に出願学科と
氏名を記入してください

3．全面糊付してください
4．大きさは縦4cm横3cm

男
・
女

学　科

学　部

※※

出
願
学
部
・
学
科 学 科

学 部

学 科

学 部

大 学 受 付 印

試験場

キャンパス

面接控室

教室

：

：

集合時間

面接開始時間

フリ
ガナ

氏
名

受
験
番
号

※

※

※

試験日：11月11日（土）
１．試験当日は試験開始時間30分前までに面接控室に入室してください。
２．遅刻した場合の入室は、試験開始後20分までとします。
３．試験日は本票を持参してください。
４．※欄は何も記入しないでください。

※

（　　　）様方　　電話　　（　　　）　　　　携帯電話　　（　　　）

〒 －

出
願
学
部
・
学
科

日
本
に
お
け
る
受
信

場
所
及
び
受
信
者　

所在地

出　
　

身

高
等
学
校

１マス１文字左からつめて書き、姓・名の間を１マスあけてください。

姓 1.  男

性別 生年（西暦）

高校コード

月 日

2.  女
※

名

高等学校　西暦　　　年　月

卒
年

本　
　

名

氏　
　
　
名

卒業
卒業見込

国 籍
６

フリ
ガナ

2018年度



青山学院大学　入学願書
APPLICATION FOR ADMISSION AOYAMA GAKUIN UNIVERSITY

フリガナ

氏　名

性　別

英字氏名

（難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  2－1）

生年月日

本国における住所

日本における住所

□男　Male　　　　　　　□女　Female

〒

TEL：　（　　）

TEL：　（　　）
携帯電話：　（　　）
（Cell  Phone）
c/o：

Name in Full

In English Letters

Sex

Date of Birth

Home Address

Address in Japan

Month　　　　　　　　Day　　　　　　　　Year　　　　　　　　Age

出　生　地
Place of Birth：

結　　　婚
Marital Status：

未婚
□Single

既婚
□Married

国籍および母国語
　　   Nationality：

　Mother Tongue：

学　　　部 学　　　科 受　験　番　号
※

写　真
貼　付　欄

1．最近3カ月以内に撮影した
上半身正面脱帽のもの

2．写真の裏面に出願学科と
氏名を記入してください

3．全面糊付してください
4．大きさは縦4cm横3cm

学校名
Name of School学歴

Educational
Background

※12年の学校
教育課程
（小中高すべて）
を記入

※日本語学校、
専門学校も含む
※最近のもの
から順に記入

所在国
Country of School

在籍期間
Period of Attendance

修業年数
Years

西暦小学校
卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

学校名
Name of Institution日本語

学習経歴
Background
in Japanese
language
study

所在地
Location

期間
Period

年数
Years

西暦

年　　月　　～　　　月

年　　月　　～　　　月

年　　月　　～　　　月

年　　ヶ月

年　　ヶ月

年　　ヶ月

（難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  2－2）

受　験　番　号
※志願者氏名

Name of applicant

勤務先
Name of Companyor Employer職歴

Occupational
Experience

所在地
Location

勤務期間
Period of Employment

年数
Years

西暦

年　　月　　～　　月

年　　月　　～　　月

年　　ヶ月

年　　ヶ月



学校名
Name of School学歴

Educational
Background

※12年の学校
教育課程
（小中高すべて）
を記入

※日本語学校、
専門学校も含む
※最近のもの
から順に記入

所在国
Country of School

在籍期間
Period of Attendance

修業年数
Years

西暦小学校
卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

卒業　　

年　　月～　　年 卒業見込
転出　　 年　　ヶ月

学校名
Name of Institution日本語

学習経歴
Background
in Japanese
language
study

所在地
Location

期間
Period

年数
Years

西暦

年　　月　　～　　　月

年　　月　　～　　　月

年　　月　　～　　　月

年　　ヶ月

年　　ヶ月

年　　ヶ月

（難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  2－2）

受　験　番　号
※志願者氏名

Name of applicant

勤務先
Name of Companyor Employer職歴

Occupational
Experience

所在地
Location

勤務期間
Period of Employment

年数
Years

西暦

年　　月　　～　　月

年　　月　　～　　月

年　　ヶ月

年　　ヶ月



家　族　状　況
Family

学　習　計　画
Study Plans
学習または研究計画（日本語で詳細に記載してください）
Proposed plans of study or research.（to be written in Japanese）

卒業後の計画（日本語で詳細に記載してください）
Plans after completing study at Aoyama Gakuin University.（to be written in Japanese）

氏　　　　　　名
Name

続　　柄
Relationship

年　齢
Age

職業または学校名
Occupation or Name of School

（難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  2－3）

受　験　番　号
※志願者氏名

Name of applicant

運　　　動
Sports in which you are proficient：

趣　　　味
Special Interests or Hobbies：

課 外 活 動
Extra-Curricular Activities：

日本における連絡先…本人に連絡のとれないとき、本人に代わって連絡のとれる親戚または知人等
Emergency Contact in Japan（Your relative or acquaintance whom we can contact in case of need）

氏　名
Name：

住　所
Address：

職　業
Occupation：

E-mail Address：

勤務先住所
Office Address：

携帯電話：
（Cell Phone）
TEL：
FAX：

年　齢
Age：

続　柄
Relationship：

（難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  2－4）

受　験　番　号
※



運　　　動
Sports in which you are proficient：

趣　　　味
Special Interests or Hobbies：

課 外 活 動
Extra-Curricular Activities：

日本における連絡先…本人に連絡のとれないとき、本人に代わって連絡のとれる親戚または知人等
Emergency Contact in Japan（Your relative or acquaintance whom we can contact in case of need）

氏　名
Name：

住　所
Address：

職　業
Occupation：

E-mail Address：

勤務先住所
Office Address：

携帯電話：
（Cell Phone）
TEL：
FAX：

年　齢
Age：

続　柄
Relationship：

（難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  2－4）

受　験　番　号
※



学　　　部

フリガナ

氏　　名

本学志望の動機・理由（日本語で記入してください。鉛筆書きでの提出不可。）

学　　　科 受　験　番　号
※

青山学院大学推薦入学志望動機・理由書

※欄は記入しないでください。 （難民を対象とする推薦入学試験）
（所定用紙　No.  3）



青山学院教育方針

青山学院の教育は

キリスト教信仰にもとづく教育をめざし、

神の前に真実に生き

真理を謙虚に追求し

愛と奉仕の精神をもって

すべての人と社会とに対する責任を

進んで果たす人間の形成を目的とする。

青山学院スクール・モットー

地の塩、世の光

The Salt of the Earth, The Light of the World

青山学院大学の理念

青山学院大学は、「青山学院教育方針」に立脚した、

神と人とに仕え社会に貢献する

「地の塩、世の光」としての教育研究共同体である。

本学は、地球規模の視野にもとづく正しい認識をもって

自ら問題を発見し解決する知恵と力をもつ人材を育成する。

それは、人類への奉仕をめざす自由で幅広い学問研究を通してなされる。

本学のすべての教員、職員、学生は、

相互の人格を尊重し、建学以来の伝統を重んじつつ、

おのおのの立場において、時代の要請に応えうる大学の創出に努める。


